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第 1 章 日中国語科教科書の特徴及び共通国語科教材











日本では光村図書『国語』（小学校／2005 年／12 冊、中学校／2002 年／3 冊）、中国では人民教育出


















9 点の問題点を指摘し、翻訳教材の扱いについて検討した。次にこの作品の解釈をめぐって 4 種の視
点を設定して、日本と中国における異なった受容について考察した。






















































































































































いまひとつ、第 3 章第 5 節の李白「静夜思」における「床」の解釈について、筆者は唐代の寝室
の構造的特徴から、屋内のベッドである可能性を否定し、さらには「井戸囲み」を指すとする説を支
持している。筆者は井戸囲みとする解釈の利点としてその合理性を挙げるが、これにはいささかの異
論もある。もしも作者が屋外に身を置いているのならば、月の本体と月光とは瞬時に視界の中に納め
ることができ、「疑是地上霜」がいかにも取ってつけたような非現実的な表現になりはしないだろう
か。そもそも、作中の主人公は夜半に何故屋外にいたのかが不可解になりはしないだろうか。漢詩の
世界で夜半、作中人物が屋外を彷徨する時は通常月明かりに誘われての話である。そうすると、偶然
に月明かりを認識する本詩の主旨とは符合しなくなるのではないか。そのような点についての検証も
必要であろう。
以上のような課題が確認できるものの、本論文全体の研究成果は総合的に十分に評価できるもので
あり、結論として審査員全員が本論文を博士（教育学）の学位授与にふさわしいものと認め、ここに
報告する。
以上
